
査定結果の理由等

　市全体の予算規模を踏まえて一旦保留したが、事業の優先度を再検討した結果、要求額通りに計
上した。

対象1件あたり 50,379

　身近な環境課題などを解決するため、環境について考えることができる市民の育成や地域における環境
活動リーダーを育成する必要がある。また、次世代を担う人材の育成・確保のため、緑のカーテンを使っ
た環境学習講座、一般向けや子ども向け環境学習講座の実施や幼児環境教育を推進する。

担当課室要求額 財政担当査定額

34一宮市R4.10.1現在の人口：380,634人ＫＰＩ 受益者など（見込）

SDGs（持続可能な開発目標） 13 14

事業概要

　第2次環境基本計画で掲げる目指すべき環境像「毎日が暮らしやすく、住みやすい環境である一宮市」を
実現するため、環境審議会等で計画の進行管理や推進に向けて審議を行う。
　令和5年度は環境基本計画の改定及びいちのみや気候変動対策アクションプラン2030の見直しを行う。

12,992 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

№03

部課室 環境部環境政策課 事業名 住宅用地球温暖化対策設備設置補助事業

SDGs（持続可能な開発目標）

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

1,334 千円 1,334 千円 0 千円 1,334 千円 0

11 12 13 14 15 17

増減（③-②）

3 4 12

ＫＰＩ 受益者など（見込）

千円

0 千円13,371 千円

市長査定額

円

№02

部課室 環境部環境政策課 事業名 環境教育事業 事業区分

2

③

12,992 千円 △379 千円

その他事業

3 4 6 7

その他事業

対象1人あたり

7 11 12

事業概要

　自ら居住又は居住予定である市内の住宅に住宅用太陽光発電システム、燃料電池(家庭用燃料電池コー
ジェネレーションシステム)、蓄電池(定置用リチウムイオン蓄電システム)、HEMS(家庭用エネルギー管理
システム)、V2H(電気自動車等充給電設備)を新たに設置する方に、設置費の一部を補助することにより、
再生可能エネルギーの普及及び地球温暖化の原因となる二酸化炭素の削減に寄与する。
　また、令和5年度からは、ZEHを新築等する方に対して補助を開始する。

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

受講者及び小中学校の児童生徒：31,211人

事業区分

42 円

投資的事業

対象1人あたり

円

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

34,510 千円 0 千円 △34,510 千円 34,510 千円

補助申請件数：685件ＫＰＩ 受益者など（見込）

＋34,510 千円

事業概要

15

5

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、担当課からの申出を受け、印刷製本費を見直して一部減額
した。

（環境部）

№01

部課室 環境部環境政策課 事業名 環境基本計画等推進事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

予算編成過程・ＫＰＩの公開

① ② 増減（②-①）

SDGs（持続可能な開発目標）

事業区分



査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、事業用備品購入費等を見直して一部減額した。

ＫＰＩ

6

59,639 千円 56,840 千円 △2,799 千円 56,840 千円 0 千円

受益者など（見込） 規制対象事業場数と測定件数：8,089件 対象1件あたり 7,026 円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

№06

部課室 環境部環境保全課 事業名 公害規制・監視事業 事業区分 その他事業

事業概要

　大気汚染防止法、水質汚濁防止法などの環境法令に基づき、公害の発生を未然に防止し、事業場の環境
法令の遵守状況などを監視することにより、市民の健康を保護し、生活環境の保全に努める。主な事業と
しては、大気環境の監視、規制対象事業場の立入検査及び指導、主要河川及び地下水の水質検査、自動車
騒音の測定などを行う。

11 12 14SDGs（持続可能な開発目標） 3

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 補助金申請者：2,200人 対象1人あたり 0.00 円

査定結果の理由等

【実施見送り】
 　必要性は認められるものの、市全体の予算規模及び財政状況を考慮して、計上を見送った。

52,379 千円 0 千円 △52,379 千円 0 千円 0

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部環境政策課 事業名 省エネ家電製品購入補助事業 事業区分 新規事業

事業概要

　一定の省エネ基準を満たす、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫の家電製品を合計5万円以上を市内の販売店から
買い換えした方に補助金を交付する。なお、申請は1世帯につき1回限り。

SDGs（持続可能な開発目標） 7

ＫＰＩ 受益者など（見込） 啓発対象者数（啓発活動参加者数）：7,182人 対象1人あたり 585 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№05

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

4,208 千円 4,208 千円 0 千円 4,208 千円 0 千円

11 12 14

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

№04

部課室 環境部環境政策課 事業名 環境保全・ごみ散乱防止等推進啓発事業 事業区分 その他事業

事業概要

　ごみの減量や空き缶等のポイ捨て防止など、市民一人ひとりが環境に優しく、誰もが快適に暮らすこと
ができるよう、環境保全やごみ減量に対する理解を深めるため、啓発を行う事業である。主なものとし
て、10月を環境月間と定め、大型ショッピングセンターにて環境保全やごみ減量の啓発、ポイ捨て防止の
啓発を行う。

SDGs（持続可能な開発目標） 3



受益者など（見込） 啓発対象者数（啓発活動参加者数）：1,126人 対象1人あたり 1,246 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

SDGs（持続可能な開発目標） 4

1,404 千円 1,404 千円 0 千円 1,404 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

事業概要

　ごみの減量やリサイクル、ごみ出しルール・分別マナーなど、市民一人ひとりがごみ減量に対する理解
を図るため啓発活動を行う。主なものとして、ごみ分別アプリ「さんあ～る」や食品ロス削減レシピの発
信、リバーサイドフェスティバルや消費生活フェアでの啓発、またごみ減量親子モニター、親子でエコ
クッキング講座等を開催する。

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 起、小信中島、大徳、朝日連区のR4.9.1現在人口：36,515人 対象1人あたり 16 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

617 千円 617 千円 0 千円 617 千円 0

11 12

№09

部課室 環境部廃棄物対策課 事業名 ごみ減量等推進啓発事業 事業区分 その他事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

ＫＰＩ 受益者など（見込） 薬剤散布箇所：27か所 対象1か所あたり 1,629 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№08

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部環境保全課 事業名 キソガワフユユスリカ対策事業 事業区分 その他事業

事業概要

　ユスリカ研究者に発生状況等の調査研究を依頼するとともに、市としても、国等への情報提供のため、
飛翔調査や粘着シート等による調査を行う。また、機能性防虫ネットによる飛散防止対策を行う。

SDGs（持続可能な開発目標） 6

　不快害虫の発生を抑制するため、市民からの要望に応じて、側溝などへの薬剤散布を実施する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

44 千円 44 千円 0 千円 44 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

SDGs（持続可能な開発目標） 6

№07

部課室 環境部環境保全課 事業名 環境衛生事業 事業区分 その他事業

事業概要



受益者など（見込） 委託業者収集量：60,184t 対象1tあたり 13,685 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

SDGs（持続可能な開発目標）

823,639 千円 823,639 千円 0 千円 823,639 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

事業概要

　家庭から排出される一般廃棄物（可燃ごみ・不燃ごみ・プラスチック製容器包装・粗大ごみ）を環境セ
ンターや中間処理施設へ運搬する事業である。
・可燃ごみ：週2回収集　・不燃ごみ：月2回収集　・プラスチック製容器包装：週1回収集
・粗大ごみ：有料（1点800円）戸別収集

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 補助金申請者：63人 対象1人あたり 377,126 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

23,759 千円 23,759 千円 0 千円 23,759 千円 0

11 12

11 12 14

№12

部課室 環境部収集業務課 事業名 ごみ収集運搬事業 事業区分 その他事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

ＫＰＩ 受益者など（見込） 産業廃棄物等処理事業所：266事業所 対象1事業所あたり 58,605 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、庁用備品購入費を見直して一部減額した。

№11

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部廃棄物対策課 事業名 浄化槽設置補助事業 事業区分 投資的事業

事業概要

　生活排水による河川等の水質汚濁の防止を図るため、既設の単独処理浄化槽又はくみ取り便槽の使用を
やめ、合併処理浄化槽に転換する者の補助を行う。
【設置費補助金額】5人槽332,000円、6・7人槽414,000円、8～50人槽548,000円
【撤去費補助金額】5～50人槽　120,000円（単独処理浄化槽を撤去する転換設置の場合に加算）、90,000
円（くみ取り便槽を撤去する転換設置の場合に加算）

SDGs（持続可能な開発目標） 6

事業名 産業廃棄物処理等事業者許可・監視指導事業 事業区分 その他事業

事業概要

　産業廃棄物処理業者、処理施設許可申請者、使用済自動車取扱事業者に対し許可審査及び立入指導を行
う。また、産業廃棄物の不法投棄や不適正処理に対する定期パトロール、指導・監視の実施、PCB廃棄物の
適正処理を推進する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

15,629 千円 15,589 千円 △40 千円 15,589 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

SDGs（持続可能な開発目標） 11 12

№10

部課室 環境部廃棄物対策課



ＫＰＩ 受益者など（見込） 収集資源及び有害ごみ再商品化量：3,739t 対象1tあたり 44,262 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

165,499 千円 165,499 千円 0 千円 165,499 千円 0 千円

11 12SDGs（持続可能な開発目標）

事業概要

　家庭から排出されるペットボトル及びプラスチック製容器包装を資源として収集し、有害ごみとして排
出される水銀含有廃棄物(乾電池、蛍光管、鏡、水銀体温計等)を回収し、適正に中間処理する事業であ
る。
(選別・圧縮等の中間処理をした後、リサイクル業者へ引き渡す。)

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 資源(ペットボトル、空き缶・金属類、拠点回収）の収集量：2,800t 対象1tあたり 40,081 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

112,227 千円 112,227 千円 0 千円 112,227 千円 0

11 12

№15

部課室 環境部収集業務課 事業名 資源リサイクル事業 事業区分 その他事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

ＫＰＩ 受益者など（見込） 車両保有台数：27台 対象1台あたり 699,740 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、担当課からの申出を受け、自動車購入費及び事業用備品購
入費を見直して一部減額した。

№14

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部収集業務課 事業名 資源回収事業 事業区分 その他事業

事業概要

　資源の拠点回収及び家庭から分別排出されるペットボトル、空き缶・金属類を環境センターや中間処理
施設に運搬する事業である。
・資源の拠点回収…毎週土・日曜日に市内4か所で実施
・ペットボトル、空き缶・金属類…月2回収集

SDGs（持続可能な開発目標）

事業名 ごみ収集車管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　ごみと資源の収集業務を円滑に行い稼働率を100%にするために車両を維持・管理する事業である。
車両保有台数27台(ごみ収集車等の作業車20台、その他の車両7台)

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

34,803 千円 18,893 千円 △15,910 千円 18,893 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

SDGs（持続可能な開発目標） 11 12

№13

部課室 環境部収集業務課



査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

7

124,485 千円 124,485 千円 0 千円 124,485 千円 0 千円

受益者など（見込） リサイクルセンター処理量：8,625t 対象1tあたり 14,433 円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

№18

部課室 環境部施設管理課 事業名 リサイクルセンター管理運営事業 事業区分 その他事業

事業概要

　市内から排出される不燃ごみ、粗大ごみ、資源(空き缶・金属類)の選別、破砕処理等を行うために設置
されたリサイクルセンターを適切に管理運営し、搬入される廃棄物を適正に処理する。

11SDGs（持続可能な開発目標）

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） ごみ焼却量：102,306t 対象1tあたり 5,090 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、光熱水費を見直して一部減額した。

520,937 千円 520,790 千円 △147 千円 520,790 千円 0

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部施設管理課 事業名 ごみ焼却施設管理運営事業 事業区分 その他事業

事業概要

　ごみ焼却施設において、市内から排出された可燃ごみを環境汚染が生じないよう焼却処理し、減容化を
図る。また、焼却処理にて得られる余熱を利用して発電することにより、施設内及び隣接公共施設の使用
電力を確保するとともに、余剰電力を売電することで歳入を得る。

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11 12

財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

260,715 千円 260,715 千円 0 千円 260,715 千円 0 千円

事業概要

　資源の分別収集の円滑な推進を図るために、町内会や子ども会などの実施団体に対して回収量等に応じ
た助成を行う事業である。
　・資源回収事業(町内回収資源)…月1回実施(市が協定締結する資源組合が回収)
　・資源再利用推進奨励金(集団回収)…随時実施(子ども会等の団体が自主的に回収)

SDGs（持続可能な開発目標） 11 12 17

ＫＰＩ 受益者など（見込） 資源回収（町内回収資源及び集団回収）の回収量：8,100t 対象1tあたり 32,187 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№17

担当課室要求額

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

№16

部課室 環境部収集業務課 事業名 資源回収推進助成事業 事業区分 その他事業



受益者など（見込） 一宮市R04.10.1現在人口：380,634人 対象1人あたり 1,220 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

ＫＰＩ

SDGs（持続可能な開発目標） 7

464,519 千円 464,519 千円 0 千円 464,519 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

事業概要

　ごみ焼却施設は、ごみを安定的に焼却するために各種機器等があるプラント設備であり、長期に維持す
る必要があるため、計画に沿って、修繕や補修等を定期的に実施することで、施設の保全を図る。

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） ごみ持込受付日数：258日 対象1日あたり 545,294 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

140,686 千円 140,686 千円 0 千円 140,686 千円 0

11

11

№21

部課室 環境部施設管理課 事業名 ごみ焼却施設定期修繕事業 事業区分 投資的事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

ＫＰＩ 受益者など（見込） 最終処分場埋立量：13,664t 対象1tあたり 29,841 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、担当課からの申出を受け、光熱水費を見直して一部増額し
た。

№20

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部施設管理課 事業名 環境センター一般管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　環境センターでは、市が収集したごみのほかに、許可事業者等が収集したごみ、市民が直接持ち込むご
みも受入れている。また、他にも様々な業務も行っており、環境センター事務所を訪れる市民や事業者が
戸惑わないよう、利用者の安全確保に努めている。

SDGs（持続可能な開発目標） 7

　管理型の処分場である光明寺最終処分場において、環境センターから排出される焼却残渣、破砕後の不
燃物等を適正に埋立て処理を行う。また、処分場の延命化のため、焼却残渣を市外の民間最終処分場等へ
搬出する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

403,032 千円 407,758 千円 ＋4,726 千円 407,758 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11

№19

部課室 環境部施設管理課 事業名 最終処分場管理運営事業 事業区分 その他事業

事業概要



受益者など（見込） エコハウス１３８プール利用者：81,518人 対象1人あたり 0.00 円

査定結果の理由等

【実施見送り】
　環境センター高温水配管の修繕について、他の事業に比べ、効果、優先度が低いと判断し、計上
を見送った。

ＫＰＩ

SDGs（持続可能な開発目標） 3 7

31,600 千円 0 千円 △31,600 千円 0 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

事業概要

　ごみ焼却施設からエコハウス１３８へ熱源となる高温水を送っている配管の修繕工事を行う。

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 令和3年度持ち込み件数：79,627件 対象1件あたり 0.00 円

査定結果の理由等

【実施見送り】
　ごみの持ち込み予約制について、他の事業に比べ、効果、優先度が低いと判断し、計上を見送っ
た。

4,819 千円 0 千円 △4,819 千円 0 千円 0

11

№24

部課室 環境部施設管理課 事業名 環境センター高温水配管修繕工事事業 事業区分 臨時事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

ＫＰＩ 受益者など（見込） 一宮市・稲沢市R04.10.1人口：515,190人 対象1人あたり 23 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

№23

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部施設管理課 事業名 持ち込みごみ電話受付事業 事業区分 新規事業

事業概要

　ごみの持ち込みを予約制とするため、インターネット環境のない市民に対して、電話による予約を受け
付け、予約システムへの入力を代行する。

SDGs（持続可能な開発目標）

事業名 尾張西部ごみ焼却処理等広域化計画策定事業 事業区分 臨時事業

事業概要

　ごみ焼却施設は約10年後に寿命を迎えるため、ごみ処理のコスト縮減や環境への負荷の低減を目指し、
一宮市と稲沢市は積極的に協力しながら、ごみ処理の広域化を検討する。令和6年度末までに「ごみ処理の
広域化計画」を策定し、令和16年度の新ごみ焼却処理施設の供用開始を目標とし、各種計画・調査、工事
を行う。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

12,034 千円 12,034 千円 0 千円 12,034 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

SDGs（持続可能な開発目標） 7 11 12

№22

部課室 環境部施設管理課



ＫＰＩ 受益者など（見込） し尿処理人口及び浄化槽人口：183,932人 対象1人あたり 14 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額が妥当であると判断した。

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

2,757 千円 2,757 千円 0 千円 2,757 千円 0 千円

SDGs（持続可能な開発目標） 6

事業概要

　衛生処理場のし尿処理施設及び浄化槽汚泥処理施設は、長年の使用による老朽化に伴い、基幹的設備・
機器の更新、劣化した構造物の修復等を施工することで機能回復を目指す。令和5年度から地域計画等を策
定し、令和8年度から令和10年度に基幹改良工事を行う。

千円

ＫＰＩ 受益者など（見込） 公衆便所箇所数（施設管理課清掃分）：180か所 対象1か所あたり 180,383 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、担当課からの申出を受け、光熱水費を見直して一部増額し
た。

32,432 千円 32,469 千円 ＋37 千円 32,469 千円 0

№27

部課室 環境部施設管理課 事業名 衛生処理施設基幹改良事業 事業区分 臨時事業

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

ＫＰＩ 受益者など（見込） し尿処理人口及び浄化槽人口：183,932人 対象1人あたり 1,186 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、事業用備品購入費を見直して一部減額した。

№26

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

部課室 環境部施設管理課 事業名 公衆便所清掃事業 事業区分 その他事業

事業概要

　公衆便所条例に基づき、公衆便所の清潔を保持していくため市内公衆便所のうち、180か所の清掃を行
う。

SDGs（持続可能な開発目標） 6

事業名 衛生処理場管理運営事業 事業区分 その他事業

事業概要

　衛生処理場において、市内から排出されたし尿及び浄化槽に溜まった汚泥を環境汚染が生じないように
処理を行う。また、処理場で処理しきれないし尿及び浄化槽に溜まった汚泥は、下水の放流基準内まで希
釈し公共下水道へ排水する。

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

218,295 千円 218,257 千円 △38 千円 218,257 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

SDGs（持続可能な開発目標） 6 11 12 14

№25

部課室 環境部施設管理課



ＫＰＩ 受益者など（見込） 尾西斎場火葬件数（人体、犬・猫等）：1,576件 対象1件あたり 32,385 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、施設修繕料及び光熱水費を見直して一部減額した。

204,758 千円 199,209 千円 △5,549 千円

91,285 千円 51,039 千円 △40,246 千円 51,039 千円 0 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

事業概要

部課室 環境部霊園管理事務所 事業名 尾西斎場管理事業 事業区分 その他事業

一宮斎場火葬件数（人体、犬・猫等）：6,331件 対象1件あたり 31,465 円

部課室 環境部霊園管理事務所 事業名 一宮斎場管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　人体、家庭で飼われていた動物等の火葬を行うために設置された一宮斎場の管理運営を行う。
　・火葬炉　13炉
　・動物炉　 1炉
　・汚物炉　 1炉

SDGs（持続可能な開発目標）

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

№28

部課室 環境部施設管理課 事業名 エコハウス１３８・ゆうゆうのやかた事業 事業区分 その他事業

事業概要

　「エコハウス１３８」は、地域住民の体力及び健康の保持及び増進を図るとともに、環境問題等に関す
る理解と認識を深めるため、また「ゆうゆうのやかた」は、心と身体をリフレッシュする場とすることを
それぞれ目的として設置し、平成20年度から指定管理者により管理・運営を行っている。

SDGs（持続可能な開発目標） 3

受益者など（見込） 施設利用者数：320,362人 対象1人あたり 456 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、担当課からの申出を受け、エコハウス１３８・ゆうゆうの
やかた指定管理料を見直して一部減額した。

№29

146,323 千円 0 千円

SDGs（持続可能な開発目標）

　人体、家庭で飼われていた動物等の火葬を行うために設置された尾西斎場の管理運営を行う。
　・火葬炉　5炉
　・動物炉　1炉

増減（②-①） ③ 増減（③-②）

199,209 千円 0 千円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、光熱水費を見直して一部減額した。

№30

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

ＫＰＩ

ＫＰＩ 受益者など（見込）

149,109 千円 146,323 千円 △2,786 千円

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ②

7 11



ＫＰＩ 受益者など（見込） 墓地使用者数：8,211件 対象1件あたり 1,004 円

査定結果の理由等

　事業内容及び要求額を精査した結果、光熱水費を見直して一部減額した。

担当課室要求額 財政担当査定額 市長査定額

① ② 増減（②-①） ③ 増減（③-②）

8,288 千円 8,244 千円 △44 千円 8,244 千円 0 千円

SDGs（持続可能な開発目標）

部課室 環境部霊園管理事務所 事業名 墓地管理事業 事業区分 その他事業

事業概要

　市営3墓地(常光墓地、奥町墓地、東島霊園)の維持管理、修繕、区画貸出等、墓地の管理運営や、市内の
墓地、納骨堂、火葬場の経営許可に関する業務を行う。
　常光墓地：昭和 5年開設
　奥町墓地：昭和11年開設
　東島霊園：昭和13年開設

5 予算編成過程・ＫＰＩの公開 （環境部）

№31


